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９ ）臓器・組織移植センター
　杏林大学では、臓器・組織移植が普遍的医療となることを想定し、これに先進的に取り組む為に、平成
11年 4 月 1 日、日本で初めて臓器・組織移植センターを設立した。平成23年度は運営要綱が改正され、ア
イバンク、スキンバンク、骨バンクからなる複合組織バンクとしての体制整備が図られた。設立以来、以
下のような活動を積極的に行ってきている。

スタッフ
　　センター長　　　　　　山口　芳裕
　　副センター長　　　　　山田　賢治
　　移植コーディネーター　明石　優美　　　　

１ ．臓器・組織移植センターの役割
　高度救命救急センター、ひいては杏林大学病院における心停止下・脳死下臓器提供や組織提供を円
滑に行えるよう、日本臓器移植ネットワーク（以下JOT）やアイバンク等と杏林大学病院を結ぶ院内
コーディネーター役を務めている。過去に 3 例の脳死下臓器提供があり、また心停止下の臓器・組織
提供が22例行われた。
　本センターは組織移植における中心的役割を果たし、日本組織移植学会と全国の組織バンクを結
び、組織移植の周知とクオリティの向上に向け、努力している。東日本での組織移植を包括的に行う
ネットワークとして東日本組織移植ネットワークがあり、本センターでは事務局としてJOTと連携し
て組織移植情報のコーディネーションを行っている。院内外におけるドナー情報に年間約100例を24
時間体制で対応しており、ドナー情報の第一報取得、ドナーご家族へのインフォームドコンセントか
ら院内調整、ドナー適応判断、摘出調整と摘出立会い、フォローアップまでの一連の流れにおいてド
ナーとレシピエントとの架け橋となっている。
　また、日本で唯一保存施設を持つスキンバンクとして、年間約800単位（ 1 単位＝約100平方センチ
メートル）の皮膚を凍結保存し、全国の広範囲熱傷患者様の移植に対応できるよう24時間体制で保
存・管理・供給を行っている。更に、今後は院内のアイバンク、骨バンクも積極的に提供・移植が行
えるよう体制整備をしており日本初の複合組織バンクとして確立を目指している。

２ ．臓器・組織移植センターと教育
　杏林大学保健学部において、世界で初めて医科学系大学における講座である「移植コーディネー
ター概論」の講義を行っている。現在の日本の移植医療を支える諸先生義頂いている。
　また、新人移植コーディネーター研修についても受け入れており、他施設の移植コーディネーター
養成にも積極的に参加している。

３ ．日本スキンバンクネットワークの参加施設として
　1994年に東京スキンバンクネットワークが臓器・組織移植センター内に設立され、関東のドナー情
報に対する摘出チームの編成や摘出、皮膚の保存、供給を行ってきた。しかし、その活動は関東にと
どまらず日本全国へと拡大したことをうけ、2004年 6 月、日本スキンバンクネットワークへと名称を
変更し、現在は一般社団法人として院外での活動を行っている。引き続き相互協力のもと、全国の広
範囲熱傷治療施設と連携をとりながら移植に対応していく。

４ ．日本熱傷学会への貢献（スキンバンク摘出・保存講習会）
　日本熱傷学会スキンバンク委員会では、1999年より「スキンバンク摘出・保存講習会」を開催して
おり、毎年講師として本センター員が派遣され、摘出・保存・供給等の講義を行っている。本年は約



医
学
部
付
属
病
院
に
つ
い
て

医
療
の
質
・
自
己
評
価

診
療
科

部
門

206

50名の受講者があり、今後のスキンバンクの発展と普及に役立っている。また、講習会を受講して頂
いた先生方が所属する施設からのドナー情報数も増加している。

５ ．杏林アイバンクとして
  1999年に厚生労働省から認可され杏林アイバンクが発足し、院内および東京都西部地域のドナー情
報に年間数例対応し、アイセンターにて角膜移植が行われている。JOTや組織バンクとも連携をはか
り各種会議への参加も行っている。 


